
QGISによる画像表示方法について

1. DN値から物理量を算出・表示する。
2. 任意レイヤの表示設定を行う。
3. 複数レイヤに任意レイヤの設定を適用する。
4. その他
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1）DN値から物理量を算出・表示する
• 以下のFAQ No.53（SSTの表示例）を参照ください。
「QGIS等のGISソフトによりしきさいプロダクトを表示
する方法を教えて下さい。」

• 【QGISプロダクトの表示方法】ボタンをクリックする
と、G-Portalの利用事例「QGISを使ったGCOM-C（しき
さい）プロダクトの画像化手順」に移動します。

• 「QGISを使ったGCOM-C(しきさい)プロダクトの画像化
手順(STEP3-4)」をクリックしてください。

【STEP4：画素データ（デジタル値）を海面水温に換算する】
を参照ください。
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https://shikisai.jaxa.jp/faq/faq0053_j.html
https://gportal.jaxa.jp/gpr/notice/case/view/1015?lang=ja
https://gportal.jaxa.jp/gpr/assets/mng_upload/COMMON/upload/Imaging_procedure_for_GCOM-C(SHIKISAI)_product_by_using_QGIS(Step.3-4)_ja.pdf


2）任意レイヤの表示設定を行う
• 以下のFAQ No.53（SSTの表示例）を参照ください。
「QGIS等のGISソフトによりしきさいプロダクトを表示
する方法を教えて下さい。」

• 【QGISプロダクトの表示方法】ボタンをクリックする
と、G-Portalの利用事例「QGISを使ったGCOM-C（しき
さい）プロダクトの画像化手順」に移動します。

• 「QGISを使ったGCOM-C(しきさい)プロダクトの画像化
手順(STEP5-6)」をクリックしてください。

【STEP5：海面水温を色で表示する】
を参照ください。
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なお、JASMESにて公開する画像に合わせた表示をされる場合は、
FAQ No.128を参照ください。

https://shikisai.jaxa.jp/faq/faq0053_j.html
https://gportal.jaxa.jp/gpr/notice/case/view/1015?lang=ja
https://gportal.jaxa.jp/gpr/assets/mng_upload/COMMON/upload/Imaging_procedure_for_GCOM-C(SHIKISAI)_product_by_using_QGIS(Step.5-6)_ja.pdf
https://shikisai.jaxa.jp/faq/faq0128_j.html


3）複数レイヤに任意レイヤの設定を適用する
• 任意レイヤの表示設定（スタイル）を複数のレイヤに一括して適
用することができます。
ここでは、L1Bプロダクトを例に説明します。
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同一観測日の3シーンを表示しています。
GC1SG1_202210200013K02410_1BSG_VNRDQ_2006.h5
GC1SG1_202210200154J05810_1BSG_VNRDQ_2006.h5
GC1SG1_202210200335H09210_1BSG_VNRDQ_2006.h5

GC1SG1_202210200335H09210_1BSG_VNRDQ_2006 GC1SG1_202210200154J05810_1BSG_VNRDQ_2006 GC1SG1_202210200013K02410_1BSG_VNRDQ_2006



3）複数レイヤに任意レイヤの設定を適用する
• 中央のプロダクト（GC1SG1_202210200154J05810_1BSG_VNRDQ_2006）
の表示設定を行います。
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GC1SG1_202210200154J05810_1BSG_VNRDQ_2006

①設定変更を行うプロダクト
（レイヤ）を選択してダブル

クリックする

②-1「シンポロジ」を選択する。

②-2プルダウンメニューから
「マルチバンドカラー」を選択

する。

③-3各バンドの最小/最大値を設定。
ここでは、FAQ No.128で説明する

JASMESの表示設定を行う。
バンド1（赤）：1.000～ 2.660
バンド2（緑）：1.224～ 2.758
バンド3（青）：1.518～ 2.776

②-4 OKをクリック。
③表示が変わりました。

https://shikisai.jaxa.jp/faq/faq0128_j.html


3）複数レイヤに任意レイヤの設定を適用する
• 全ページで変更したレイヤの表示設定を、他の複数レイヤに対し
て一括適用します。
まず、複数設定に用いる元のレイヤを選択します。
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①複数に適用したい
任意レイヤを選択

②ポップアップメニューから
「スタイル」＞「スタイルコピー」

を選択



3）複数レイヤに任意レイヤの設定を適用する
• 複製するスタイルを適用したいレイヤ（左右のプロダクト）を選
択し、スタイルを貼り付けます。
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①スタイル（表示設定）を
適用させたいレイヤを選択

②ポップアップメニューから
「スタイルの貼り付け」を選択

①スタイル（表示設定）を
適用させたいレイヤを選択



3）複数レイヤに任意レイヤの設定を適用する
• 任意レイヤの表示設定（スタイル）が、複数レイヤーに適用・表
示されました。
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色調が変更されました。
（設定が適用）

色調が変更されました。
（設定が適用）

GC1SG1_202210200335H09210_1BSG_VNRDQ_2006 GC1SG1_202210200013K02410_1BSG_VNRDQ_2006



4）その他
• QGISの操作パネルは左端の||を左クリックしてドラッグすると、
表示位置（縦横を含む）を変更することができます。
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※縦位置に移動しました。
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